
日本研究・知的交流事業に必要な経費
米州交流事業費

1. 日本研究事業費
⑴ 日本研究調査〔米州〕
⑵ 日本研究スタッフ拡充助成〔米州〕
⑶ 日本研究リサーチ・会議（助成）〔米州〕
⑷ 日本研究組織強化支援（助成）〔米州〕

2. 人物交流事業費
⑴ 小渕フェローシップ（派遣）
⑵ 日本研究フェローシップ（学者・研究者）〔米州〕
⑶ 日本研究フェローシップ（論文執筆）〔米州〕
⑷ 日本研究フェローシップ（短期）〔米州〕
⑸ 知的交流フェローシップ（派遣）〔米州〕

3. 催し等事業費
⑴ 知的交流会議（主催）〔米州〕
⑵ 知的交流会議（助成）〔米州〕

4. 文化資料事業費
⑴ 図書寄贈〔米州〕



１．日本研究事業費 (1)日本研究調査〔米州〕

海外の日本研究機関・日本研究者に関する調査を行う。
合計額 8,482,365円

事業名 対象国 期間 事業内容

１ ブラジル日本研究調
査

ブラジル 06.10.30～
07.03.31

ブラジルにおける日本研究機関及び日本研究者に関する
調査

２ 北米日本研究調査 米国 06.04.01～
07.03.31

米国及びカナダにおける日本研究機関及び日本研究者に
関する調査

１．日本研究事業費 (2) 日本研究客員教授派遣（直接派遣）〔米州〕

海外諸大学の日本研究講座を支援するため、人文・社会科学分野の学者・研究者を派遣する
合計額 9,316,084円

氏名 現職 対象国 期間 受入機関 事業内容

１ 細川 周平 国際日本文化
研究センター
教授

ペルー 06.08.04～
07.01.03

ペルー・カ
トリック大
学

日本文学と音楽学に関する講義

２ 新藤 通弘 明治大学講師 キューバ 06.06.03～
06.06.18

ハバナ大学 第二次世界大戦後の日本経済の変遷に
関する講義

３ 受田 宏之 武蔵大学講師 グアテマラ 06.07.29～
06.08.20

ラファエル・
ランディバ
ル大学

アジア経済発展等に関する特別講義

４ 宇野 邦一 立教大学教授 ブラジル 06.09.20～
06.10.20

サンパウロ
カトリック
大学

日本と西洋の身体理論の比較分析

１．日本研究事業費 (3) 日本研究拠点機関助成〔米州〕

海外の日本研究において特に中核的な役割を担う機関を指定して、その日本研究部門の研究費、運営費などを中長期にわ
たって総合的に助成する。

合計額 40,321,125円

機関名 対象国 期間 事業内容

１ ヨーク大学(AUCC) カナダ 05.07.01～
06.06.30

対カナダ日本研究特別助成（スタッフ強化助成）

２ モントリオール大学 カナダ 06.09.01～
08.04.30

対カナダ日本研究特別助成（スタッフ強化助成）
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機関名 対象国 期間 事業内容

３ 米加大学連合日本研
究センター（IUC)

米国 06.04.01～
07.3.31

日本語教官等スタッフの給与助成

４ スタンフォード日本
センター京都日本研
究センター（KCJS)

米国 06.09.01～
07.03.31

日本語教師給与助成

１．日本研究事業費 (4)日本研究スタッフ拡充助成〔米州〕

海外の大学などが日本研究に関連した常勤の教官ポストを増設する場合に、最初の3年間に限り当該者の給与と社会保障
費を助成する。

合計額 13,597,524円

機関名 対象国 期間 事業内容

１ ポートランド州立大
学

米国 05.09.15～
06.09.14

日本経済学助教授の給与助成（第2年次）

２ Emory University
エモリー大学

米国 05.09.01～
06.08.31

日本現代文学・文化助教授の給与助成（第2年次）

３ University of
Florida

米国 06.08.15～
07.08.14

近代日本史助教授の給与助成（第1年次）

１．日本研究事業費 (5)日本研究リサーチ・会議（助成）〔米州〕

海外の高等教育・研究機関が実施する日本研究に関連した共同研究・会議、セミナー・ワークショップや集中講座などに
ついて、経費の一部を助成する。

合計額 13,544,863円

機関名 対象国 期間 事業内容

１ University of
Colima

メキシコ 06.04.01～
07.03.30

日本のシビル・ソサエティと国家改革

コリマ大学政治社会
学部

２ The University of
British Columbia

カナダ 06.04.01～
06.09.30

近代初期古文書・崩し字ワークショップ

ブリティッシュ・コ
ロンビア大学
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機関名 対象国 期間 事業内容

３ The North
American
Coordinating
Council on
Japanese Library
Resources(The
NCC)

米国 06.04.01～
07.03.31

日本研究資料専門司書ワークショップ

北米日本研究資料調
整協議会

４ University of Sao
Pauloサンパウロ大
学

ブラジル 06.04.01～
07.03.31

第17回全伯日本語日本文学日本文化大学教師学会 多角
的視野から捉えた日本研究

５ University of Sao
Pauloサンパウロ大
学

ブラジル 06.04.01～
07.03.31

ブラジルの対日理解に資する日本関連の基本情報・デー
タ収集とポルトガル語による『現代日本事典』出版事業

６ University of
Alberta

カナダ 06.04.01～
06.12.31

日本女性による著書に関するワークショップ：始め、終
わり、反転及び返還

アルバータ大学

１．日本研究事業費 (6)日本研究組織強化支援（助成）〔米州〕

国境・学問分野を越えた日本研究者・研究機関間の連携、相互協力を推し進めるべく、学会の横断的な組織化を支援する。
合計額 9,178,127円

機関名 対象国 期間 事業内容

１ カナダ日本研究学会 カナダ 06.07.01～
07.03.01

カナダ日本研究学会年次総会開催に対する支援

２ 米国社会科学研究評
議会

米国 06.07.01～
07.03.31

日本研究博士論文ワークショップ実施に対する支援

３ イリノイ大学 米国 06.07.01～
07.06.30

米国中西部日本研究セミナー実施に対する支援

４ 北米日本研究資料調
整協議会

米国 06.07.01～
07.06.30

組織運営会議の開催等に対する支援
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２．人物交流事業費 (1)小渕フェローシップ（派遣）

日米両国政府の合意に基づく「小渕沖縄教育研究プログラム」の一環として、米国の東西センター（ハワイ州）を受け入
れ機関として人文・社会科学分野に係る研究活動を行なう研究者などに対しフェローシップを支給する。

合計額 7,898,810円

人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

１ 宮森 正樹 沖縄国際大学
産業情報学部
教授

米国 ハワイ東西セ
ンター

07.03.31～
08.03.30

『環太平洋島嶼国の経済発展を支える
観光グローバル化と特産品開発の為の
新たな政策の研究』についてハワイ東
西センターにおいて研究

２．人物交流事業費 (2)日本研究フェローシップ（学者・研究者）〔米州〕

諸外国の優れた日本研究者に日本で研究・調査活動を行なう機会を提供する。
合計額 43,815,594円

人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

１ CARO
RESTREPO,
Esperanza

コロンビア国
立大学助教授

コロンビア 神戸芸術工科
大学

06.09.07～
07.03.30

コロンビアの熱帯湿潤気候を対象とす
るサステイナブル建築ツール

２ YOSHIDA,
Luiza Nana

サンパウロ大
学哲学文学人
間科学部ーサ
ンパウロ大学
日本文化研究
所教授

ブラジル 放送大学 06.12.01～
07.02.25

隠者文学におけるトポス－「方丈記」
の場合

３ CORTINA,
Castellanos
Monica

アジア･オセ
アニア研究所
研究者

キューバ 財団法人政治
経済研究所

06.07.11～
06.10.11

東南アジアの開発における日本の役割

４ QUINTERO,
Ednodio Jose

ロス･アンデ
ス大学教授

ベネズエラ 東京大学大学
院総合文化研
究所

06.09.03～
07.08.31

近代日本小説の模範 谷崎潤一郎

５ LOFTUS,
Ronald P.

ウィラメット
大学教授

米国 お茶の水女子
大学

07.01.11～
07.08.10

戦後を語る： 日本人女性の自叙伝お
よび回想録を読む

６ BOGEL,
Cynthea
Jean

ワシントン大
学助教授

米国 京都大学 07.01.06～
07.10.05

輸入された仏教オブジェクトの文化的
生活：請来目録と日本におけるその芸
術的遺産

７ BUTLER,
Lee

ブリガム・ヤ
ング大学準教
授

米国 帝塚山学院大
学

07.03.01～
07.07.31

日根野コミュニティー：生活、仕事お
よび16世紀の日本の土地論争

８ NELSON,
John
Kenneth

サンフランシ
スコ大学助教
授

米国 大谷大学 06.08.08～
07.01.27

仏教寺院における祭壇
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人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

９ ORTABASI,
Melek Su

ハミルトンカ
レッジ助教授

米国 東京大学 06.08.02～
07.03.30

近代化の普及－柳田国男の民俗学の中
の言語発想

10 UEDA,
Atsuko

プリンストン
大学助教授

米国 早稲田大学 07.01.21～
07.07.20

文学史の中の「文学」：戦後日本の文芸
批評をめぐって

11 YONEMOTO,
Marcia

コロラド大学
ボルダー校准
教授

米国 お茶の水女子
大学

05.08.02～
06.07.01

日本近世にあるジェンダーの地理学

12 SZATROSKI,
Polly

ミネソタ大学
准教授

米国 早稲田大学日
本語研究教育
センター

05.09.03～
06.09.02

日本語話法における後置構造の文法化

13 SHIPPER,
Apichai

南カリフォル
ニア大学 政
治学部教授

米国 一橋大学大学
院社会学研究
科

05.08.02～
06.08.01

外国人と民主主義：東京とロス・アン
ジェルスの比較研究

14 PARTNER,
Simon

デューク大学
歴史学部准教
授

米国 早稲田大学 05.06.13～
06.06.12

「百姓」から「国民」へ：日本農村社
会の転成、1880-1910

15 KLEEMAN,
Faye Yuan

コロラド大学
准教授

米国 東京大学 05.10.30～
06.07.29

東アジアの近代化における大日本帝国
と文化的主導

16 FUJIMURA,
Osamu

オハイオ州立
大学音声聴覚
学科名誉教授

米国 国際高等研究
所

05.09.03～
06.06.30

日本語のシラバスに基づく音形論と音
声学

独立法人国立
国語研究所

17 FUJII,
James Akira

カリフォルニ
ア大学アーバ
イン校教授

米国 東京大学大学
院総合文化研
究科

05.09.07～
06.06.06

消費のネットワーク：都市の鉄道と日
本の近代化

18 ELDER,
Mark Allen

ミシガン州立
大学助教授

米国 東京大学 05.08.13～
06.06.12

経済競争を促進する日本の環境保護政
策の利用

19 MARTINEZ-
RODRIGUEZ,
Mauricio

ロスアンデス
大学／エクス
テルナド大学
講師

コロンビア 国際日本文化
研究センター

05.06.13～
06.06.12

スペイン語版インターネット日本芸能
百科事典の作成

20 GONCALVES,
Simone, Neiva
Loures

エスピリト・
サント連邦大
学 建築学部
講師

ブラジル 東京大学工学
部建築学科

05.05.06～
06.05.05

東京都市圏の形成過程における文化的
背景の影響

東京大学大学
院工学系研究
科

21 GORDON,
June Ann

カリフォルニ
ア大学サンタ
クルーズ校准
教授

米国 大阪大学 06.03.21～
06.05.20

日本の新来者：学校教育とアイデン
ティティとの折り合い
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人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

22 KUBOTA,
Ryuko

ノースカロラ
イナ大学准教
授

米国 上智大学 07.01.05～
08.01.04

想像世界におけるアイデンティティー
形成：女性と日本の英会話学習ビジネ
ス

２．人物交流事業費 (3)日本研究フェローシップ（論文執筆）〔米州〕

人文・社会科学分野の研究者で博士論文作成のため来日する必要がある者を招へいする。
合計額 58,026,314円

人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

１ LINLEY,
Matthew

オーストラリ
ア国立大学博
士課程

カナダ 早稲田大学政
治経済学部

06.09.29～
07.04.28

中国と韓国と日本の公外交の比較

２ GARCIA
DOS
SANTOS,
Yumi

サンパウロ大
学哲学文学人
文科学部社会
学科博士過程

ブラジル 上智大学外国
語学部ポルト
ガル語学科

06.09.17～
07.01.16

「女性ひとり親家庭の自立と依存」－
プラジル、日本、フランスの場合

３ OMORI,
Hisako

マクマスター
大学博士課程

カナダ 上智大学比較
文化学科

06.09.10～
07.08.22

現代性、グローバル化、そして交渉に
よるアイデンティティ：現代日本にお
けるローマン・カソリックの民族間研
究

４ MUTAFCHIEVA,
Rositsa

マギル大学博
士課程

カナダ 大阪市立大学 07.01.18～
08.01.17

現代日本の部落言語の構造

５ ENDO,
Mika

シカゴ大学博
士課程

米国 中央大学 06.11.01～
07.10.31

子供たちが書いた生活：戦前の生活綴
り方の隆盛立教大学

６ GAINTY,
Denis

ペンシルバニ
ア大学博士課
程

米国 国際日本文化
研究センター

06.05.21～
06.09.20

近代日本（1895-1945）におけるナショ
ナリズム、権力および作用の再考

帝京大学

７ GUNDRY,
David
James

スタンフォー
ド大学博士課
程

米国 早稲田大学 06.09.02～
07.08.31

西鶴の世紀：江戸時代初期の文学にお
ける道徳、階級、及び文体

８ LIM,
Sungyun

カリフォルニ
ア大学バーク
レー校大学院
生

米国 京都大学 06.09.15～
07.07.29

植民地朝鮮における家族、法律、戸籍
の研究

９ McMORRAN,
Christopher
Michael

コロラド大学
博士課程

米国 大阪市立大学 06.07.01～
07.06.30

移住者と女性が支える独自性：日本の
田舎観光地のふるさと創生
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人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

10 OKURA,
Nana

エール大学博
士課程

米国 上智大学国際
教養学部

06.06.27～
07.06.26

ホワイトカラーとグレーヘア：メトロ
ポリタン日本のサラリーマンのアイデ
ンテティ

11 SURAK,
Kristin

カリフォルニ
ア大学ロサン
ゼルス校博士
課程

米国 東京大学大学
院 総合文化
研究科

06.08.12～
07.03.21

近代日本における茶道とジェンダー

12 YAMAMOTO,
Miyabi

カリフォルニ
ア大学バーク
レー校博士課
程

米国 早稲田大学 06.12.27～
07.12.26

日本から見た植民地朝鮮

13 SOLT,
George

カリフォルニ
ア大学サン
ディエゴ校大
学院生

米国 上智大学 05.09.21～
06.09.20

20世紀日本における食の変化とラーメ
ン人気

14 SELIGMANN,
Ari

カリフォルニ
ア大学ロサン
ゼルス校博士
課程

米国 東京大学 05.09.15～
06.06.14

くまもとアートポリス：公共建築によ
るグローバリゼーション

15 REGAN,
Martin

ハワイ大学マ
ノア校助手

米国 ＯＲＡ－Ｊ 05.09.01～
06.08.31

様々な文化体験を通しての作曲
東京音楽大学

16 JESTY,
Justin

シカゴ大学大
学院生

米国 東京大学大学
院総合文化研
究科

05.09.13～
06.09.12

戦後日本における芸術と社会活動

17 HANKINS,
Joseph

シカゴ大学博
士課程

米国 上智大学比較
文化学部

05.09.15～
06.09.14

認識と汚名化：多文化日本の創造

18 FOXWELL,
Chelsea

コロンビア大
学博士課程

米国 東京芸術大学
美術学部芸術
学科

05.09.05～
06.08.31

狩野芳崖と「日本画」の誕生

19 DAVIS,
Walter

オハイオ州立
大学博士課程

米国 上智大学比較
文化学部

05.11.27～
06.08.26

王一亭と日中美術の交流

20 CLULOW,
Adam

コロンビア大
学博士課程

米国 東京大学史料
編纂所

05.09.01～
06.08.31

東南アジアにおける日本人派兵
（1587-1639）

21 KUAN,
Seng

ハーバード大
学博士課程

カナダ 東京大学大学
院

05.09.08～
06.11.07

丹下健三と仲間たち：モダニズムの国
際化

22 ERBER,
Pedro Rabelo

コーネル大学
博士課程

ブラジル 立教大学文学
部

05.09.15～
06.11.14

前衛を解釈する：1960年代の日本とブ
ラジルの政治的な芸術について

23 STEAVU-
BALINT,
Dominic

スタンフォー
ド大学博士課
程

カナダ 東洋大学文学
部哲学課

06.03.28～
07.05.27

護符の信仰：日本の宗教における道教
的要素
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２．人物交流事業費 (4)日本研究フェローシップ（短期）〔米州〕

人文・社会科学分野の学者、研究者で、短期の訪日研究を必要とする者を招へいする。
合計額 12,831,449円

人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

１ MEZA,
Virginia

エル・コレヒ
オ・デ・メヒ
コ大学院大学
アジア・アフ
リカ研究セン
ター教授

メキシコ 06.07.15～
06.09.12

日本における小学校国語教育の一世紀
（1900～2000年）

２ COSTA,
Adriana
Lisboa
Fabregas da

リオデジャネ
イロ州立大学
文学部博士課
程

ブラジル 国際日本文化
研究センター

06.05.22～
06.06.19

芭蕉「奥の細道」を題材とした小説「旅
人」のための調査研究

３ YAMADE,
Yuko

モントリオー
ル大学東アジ
ア研究所講師

カナダ 06.05.10～
06.07.08

明治日本の女性翻訳文学：近代日本文
学における女性のエクリチュールと文
化翻訳の起源

４ MEHRA,
Salil

テンプル大学
法学部副教授

米国 慶応義塾大学
法科大学院

06.05.20～
06.07.18

検察対おたく：ネット、知的財産権と
犯罪化

５ FLUECKIGER,
Peter Andrew

ポモナ大学助
教授

米国 06.05.13～
06.06.11

十八世紀日本の文学思想における詩と
共感

６ BOROVOY,
Amy Beth

プリンストン
大学教授

米国 06.12.01～
06.12.21

日本研究および自己の人類学

７ KALAFSKY,
Ronald
Vincent

ノースカロラ
イナ大学
シャーロット
校助教授

米国 兵庫大学 06.07.02～
06.07.29

日本の機械部品産業における改革、躍
動、地域性

８ McCLURE,
William
Tsuyoshi

ニューヨーク
市立大学大学
院センター助
教授

米国 06.05.15～
06.06.15

英語の進行相の習得における転移

９ SCHNELL,
Scott Randall

アイオワ大学
准教授

米国 06.08.24～
06.10.22

環境保護者の原型としての山の修行
者ー播隆上人の再発見と大衆化

10 WILKINS,
Gretchen,
Lee

ミシガン大学
教授

米国 06.05.15～
06.06.18

無垢な町：仙台卸町の再居住化

11 BLEED,
Peter

ネブラスカ大
学教授

米国 東北大学 06.06.10～
06.08.08

旧石器時代研究の新トレンド

12 LINCICOME,
Mark,
Elwood

聖十字大学準
教授

米国 立教大学 07.01.15～
07.02.04

周辺視野：日本とオーストラリアのア
ジアのイメージ化 1853-1933
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人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

13 BOGNAR,
Botond

イリノイ大学
教授

米国 06.11.21～
06.12.13

日本社会と日本の新都市建築における
最近の変化

２．人物交流事業費 (5)知的交流フェローシップ（派遣）〔米州〕

諸外国において人文・社会科学分野の研究を行なう日本の研究者にフェローシップを供与する。
合計額 2,860,650円

人物 現職 対象国 受入機関 期間 事業内容

１ 飯山 みゆき 東京大学大学
院経済学研究
科・研究生

ケニア 国際家畜研究
所第８研究室

06.05.24～
07.03.31

アフリカ農村における生業の実態研究
とライブリフッド・アプローチの展開

３．催し等事業費 (1)知的交流会議（主催）〔米州〕

日本と諸外国の相互理解の促進とより緊密な関係の構築、世界の知的交流の推進することを目的とした、国際的な知的共
同事業（国際会議、セミナー、ワークショップなど）を開催する。

合計額 4,715,709円

事業名 共催機関 対象国 期間 事業内容

１ 日墨文化サミッ
ト

メキシコ政府文
化芸術庁

メキシコ 06.07.20～
06.07.21

日墨両国政府の合意に基づき2005年9月にメキ
シコで開催された第１回「日墨文化サミット」
の内容を踏まえて、第２回サミットを金沢市内
で開催。日墨双方より文化・芸術・学術・マス
コミ各界を代表する数名の著名人からなる代表
団が参加し、グローバリゼーションが進展する
現代における日本とメキシコの交流のあり方な
どをテーマに議論を行う。

金沢市

米州交流事業費



３．催し等事業費 (2)知的交流会議（助成）〔米州〕

日本と諸外国の相互理解の促進とより緊密な関係の構築、世界の知的交流の推進することを目的とした、国際的な知的共
同事業（国際会議、セミナー、ワークショップなど）を開催する。

合計額 13,647,900円

事業名 対象国 対象機関 期間 事業内容

１ 福岡国際会議
「民主主義は機
能しているか－
政治思想の観点
から」

個別区分困難 政治思想学会 06.05.01～
06.09.30

民主主義が直面している理論的諸問題について
多角的に検討。

２ 日伯文化協会 ブラジル 日伯文化協会 06.04.01～
07.03.31

持続可能な発展に向けた新しい環境文化として
の環境リテラシー実践についての展望を示す。

３ ゼッツリオ・
ヴァルガス財団

ブラジル Getulio Vargas
Foundation

06.04.17～
06.10.18

発展途上国の企業が競争状態を維持しながらど
のように環境労働問題に適応しているか考察。

ゼッツリオ・
ヴァルガス財団

４ ブラジル企画分
析センター

ブラジル Centro Brasilｃ
iro de Analise
e Planejamento

06.04.01～
07.03.31

労働条件や雇用の安定性について日本・ブラジ
ル・フランスの労働環境の比較研究。

ブラジル企画分
析センター

５ サンパウロ大学
経済経営学部

ブラジル サンパウロ大学
経済経営学部
(FEA-USP)

06.04.02～
06.05.03

国際化の過程における企業のマネジメントとそ
の過程に影響を及ぼす政府の政策分析に関する
フォーラムを開催。

６ ブリティッ
シュ・コロンビ
ア大学

カナダ ブリティッ
シュ・コロンビ
ア大学

06.04.01～
07.01.31

国際規範の形成におけるミドルパワー諸国の役
割について学際的に検証。

７ 北欧亜回覧の会 個別区分困難 米欧亜回覧の会 06.11.23～
06.11.25

本件事業は、明治維新後の岩倉使節団の米欧回
覧の研究をベースに、世界における今日の日本
のあり方を模索するため、内外の有識者を招い
てセミナー・公開シンポジウムを開催。

８ 福岡ユネスコ協
会

個別区分困難 福岡ユネスコ協
会

06.07.14～
06.07.14

20世紀の「政治と文化」を顧み、その反省に立っ
て21世紀における「政治と文学」の課題と可能
性を展望する討議。
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４．文化資料事業費 (1)図書寄贈〔米州〕

日本に関する理解・研究を促進するための海外の日本研究・教育機関や公共図書館などに日本関係と書などを寄贈。
合計額 15,906,888円

国名 機関名（日本語） 機関名（英語） 送付部数

１ 米国 マリオン カルネギ 図書館 Marion Carnegie Library 129

２ 米国 レイク・フォレスト・カレッジ Lake Forest College 59

３ 米国 ウェスト・テキサス・Ａ＆Ｍ大学 Ｗｅｓｔ Texas A & M University 50

４ カナダ トンプソン・リバーズ大学 Thompson Rivers University 52

５ カナダ レジャイナ大学 J.アーチャー図書館 University of Regina 55

６ カナダ レスブリッジ大学 University of Lethbridge 42

７ カナダ ウォータールー大学レニソンカレッジ Renison College, University of
Waterloo

23

８ カナダ ビショップス大学 図書館 Bishop's University 55

９ カナダ ヴィクトリア大学 マクファーソン図書
館

University of Victoria 84

10 米国 カリフォルニア大学 アーバイン校図書
館

University of California, Irvine 124

11 米国 コロラド大学 図書館 University of Colorado University
Libraries

198

12 カナダ カルガリー大学 情報資源・図書館 University of Calgary 41

13 カナダ セントメリーズ大学アジア研究所 Saint Mary's University 1

14 アルゼンチン ブエノスアイレス大学 ジノ・ジェルマ
ニ研究所

University of Buenos Aires 128

15 コロンビア ロサリオ大学 図書館 Rosario University 128

16 コロンビア ハベリアーナ大学コミュニケーション言
語学部図書館

Javeriana University 128

17 チリ ラ・セレナ大学 University of La Serena 128

18 ブラジル ブラジリア中央大学 University Centre of Brasilia 127

19 ブラジル クリチバ市文化財団 Cultural Foundation of Curitiba 41

20 ブラジル サンパウロ・カトリック大学 Pontifical Catholic University of Sao
Paulo

54

21 ブラジル パウリスタ州立大学アシス校 Paulista State University "Julio de
Mesquita Filho"

68
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国名 機関名（日本語） 機関名（英語） 送付部数

22 エル・サルバドル 中米ホセ･シメオン･カニャス大学 Central American University Jose
Simeon Canas

62

23 キューバ アジア・オセアニア研究センター Center for Studies on Asia and Oceania 63

24 コスタリカ コスタリカ・ナショナル大学 National University of Costa Rica 40

25 ホンジュラス ホンジュラス国立自治大学 図書館 National Autonomous University of
Honduras

50

26 メキシコ グアダラハラ州立大学 太平洋研究セン
ター

Guadalajara University 80

27 メキシコ ナジャリ自治大学人文社会学部 Autonomous University of Nayarit 45
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